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１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

 本プロジェクトは，海溝型地震や都市直下型地震など地震災害，ならびに，頻発する水害・土砂

災害，さらに，豪雨と地震の複合災害も対象として，各種自然災害のリスクを軽減する手法を研究

し，提案することを目的として研究を実施してきた．自然災害によるリスクの上昇は，災害発生の

型や頻度が近年急激に変化しているためだけではなく，低平地や急傾斜地などの危険箇所の急速な

都市化や社会資本の老齢化などの社会情勢の急激な変化によることも大きな要因と捉えて，本プロ

ジェクトで取り扱う自然災害を「21 世紀型自然災害」と名付けた．この「21 世紀型自然災害」のリ

スクを軽減するための研究の社会的な要請は大きく，かつ被災ポテンシャルが大きい濃尾平野を擁

する中部地方を拠点として研究基盤を形成する本プロジェクトの意義は大きい．そのため，社会資

本の維持管理や発災後の自律再建メカニズムなどの視点も取り入れて研究を実施した． 
 以下に，5 つの研究テーマとテーマ 1～4 においてそれぞれ設定したサブテーマを示す．  
 
 テーマ 1：連動型巨大地震に対する土木構造物の安全性と修復性の向上に関する研究 
  ① 各種部材の損傷メカニズムの解明 
  ② 修復性に基づく損傷制御構造物の動的応答と制御設計法の確立 
  ③ 相似則を考慮した分散型サブストラクチャ応答実験システムによる土木構造物の制震構造   
       設計法の確立 
    ④ 構造物の早期復旧のための診断支援技術 
    ⑤ 連動型巨大地震に対する修復性および自己センシング性を有する新型材料および補強技術 
    ⑥ 既存構造物の初期損傷ならびに連動型大地震による複合劣化予測 
    ⑦ 部材の劣化や破壊を考慮した骨組構造に対する 3 次元複合非線形動的解析法 
  ⑧ 地震後の構造安全性および使用性を考慮した損傷照査法の開発および補修補強ガイドライ  

    ンの作成 
 テーマ 2：大空間構造物の耐震安全性評価による震災リスクの軽減 
    ① 鋼構造：部材の局部座屈挙動を評価し得る梁要素モデルの開発など 
  ② 木質構造：木質構造の性能評価など 
    ③ 鉄筋コンクリート構造：RC フレーム構造・RC 空間構造の性能評価など 
 テーマ 3：豪雨および水災事象の発生機構とリスク軽減方策に関する研究 
  ① 短時間強雨および大雨の出現特性に関する解析的研究 
    ② 短時間強雨に伴う都市河川の出水機構と流出抑制方策に関する研究 
    ③ 段波状洪水流を制御する透過性砂防ダム群に関する研究 
  テーマ 4：水工学－地盤工学の連携による沿岸域低平地の自然災害リスク軽減への挑戦 
   ① 各種河道条件を考慮した越流破堤現象の解明 
    ② 沖積低平地における軟弱地盤の海溝型地震時の変状予測 
    ③ 洪水ならびに地震時の堤防安全性照査技術の開発 
  テーマ 5：「中核被災者」を主体とした被災限界からの自律再建メカニズムの解明 
   
 本プロジェクトは，平成 19 年度私立大学学術研究高度化推進事業（ハイテク・リサーチ・センタ



 
 
 
 

ー整備事業）によって本学が実施した「制震構造化等の新しい概念による構造物の耐震性向上プロ

ジェクト（平成 19 年～23 年度）」を継承し，対象とする自然災害を地震から水害まで拡げて，かつ，

社会科学的な視点も取り入れた研究として発展させたものである．そのため，耐震に関する研究テ

ーマにおいては，実験設備などのセットアップに大きな労力を有しなかったことから，研究開始か

ら具体的な成果を残しつつ研究活動が行われた．一方，水害や社会科学的な研究テーマにおいては，

実験装置のセットアップや基礎的な研究段階から開始したテーマもあるが，5 年間の研究期間にお

いて，21 世紀型自然災害のリスク軽減に実際に結びつく一定の研究成果が得られている． 

 

（２）研究組織 

研究組織は，研究者，PD および大学院生よりなり，研究代表者（小高猛司），研究副代表者（葛 漢
彬，武藤 厚）のほか，各テーマにテーマリーダー（葛 漢彬，武藤 厚，原田守博，小高猛司，柄

谷友香）を置く．研究代表者の役割等は以下のようである． 
1) 研究代表者の役割：プロジェクト全体の研究計画および実施の統括，プロジェクトの運営を審議

する運営委員会の主宰 
2) 各研究者の役割分担や責任体制：各研究者は主研究テーマの一つに従事する．各主研究テーマに

はテーマリーダーを置いて責任体制を明確にする． 
3) プロジェクトに参加する研究者，大学院学生，PD：研究者は本学の専任教員 17 名（平成 24 年

の発足時は 19 名，2 名期間中に定年退職），特任教授 1 名（平成 26 年度から参加），大学院学生

は博士課程 2 名・修士課程の学生 79 名（全研究期間），PD は 3 名（全期間）． 
4) 研究チーム間の連携状況：各テーマリーダーがそれぞれの研究テーマを統括し，随時開催される

運営委員会で研究テーマ間の連携を確認すると共に，研究の進捗状況をチェックし，必要に応じ

て研究内容の見直しを図りつつ研究を遂行した． 
5) 研究支援体制：学術研究支援センターがプロジェクト推進の全般的支援をした． 
 

 

（３）研究施設・設備等 

構造実験載荷システム（テーマ 1）：本設備は油圧シリンダ（載荷能力±1MN，シリンダストローク

±250mm），ポンプ（モータ容量 7.5kw），および構造フレームユニットから構成された大型実験用

の載荷システムであり，平成 19 年度「私立大学学術研究高度化推進事業」において導入した設

備をベースにして，本プロジェクトで大幅に増強したものである．この設備の使用人数は，教員

2 名，大学院生 18 名，使用時間は，年間平均 100 日（全期間実績）である．  
劣化環境促進装置（テーマ 1）：室内の温度，湿度を自由自在に制御することにより室内に劣化環境

を再現するための設備である．室内寸法は，幅 2000mm×奥行き 3000mm× 高さ 2100mm である。

温度および湿度の制御範囲はそれぞれ，-10℃～+80℃，20%R.H.～95%R.H.である．本装置を用い

て，劣化したコンクリート部材の損傷評価試験や耐荷力試験等を実施している．この装置は建設

材料系実験室の恒温恒湿室内に設置され，この設備の使用人数は，教員 2 名，大学院生 10 名，

使用時間は，年間平均 200 日（全期間実績）である．  
三次元地震波震動台（増強）（テーマ 2）：本設備は永久磁石を用いた 3 軸（水平 2 軸／垂直 1 軸）

方向同時加振が可能な地震波震動台であり，平成 19 年度「私立大学学術研究高度化推進事業」

において導入したものであるが，本プロジェクトで水平１方向の加振力を倍増し，より大きな地

震入力を可能とした．この設備により，RC 空間構造模型や木造住宅部分モデルの震動破壊実験

を行っている。教員 3 名，大学院生 11 名がこの設備を使用しており，使用時間は年間平均 200
日（全期間実績）である． 

急勾配可変水路（テーマ 3 および 4）：本設備は，幅 20cm，深さ 40cm，長さ 10m のガラス壁を有す

る水路で，勾配を水平から 30 度まで傾けることができる．下流端にエスカレーションゲートを

有する水路部分，受水槽（沈砂槽），ポンプから構成され，流水は自己循環式となっている．本

水路は急勾配で起こる流砂，土石流の基礎現象を室内で再現し，それに伴う流れ，河床高変化の

計測を可能とする装置である．なお，給砂装置を搭載することにより一定量の土砂供給を可能と

し，かつ，計測台車を載せることで，水位および河床の変化を計測することも可能である．この

設備の使用人数は，教員 3 名，大学院生 6 名，使用時間は，年間平均 100 日（全期間実績）であ

る．  
 



 
 
 
 

動的中型三軸試験装置（テーマ 4）：本設備は，直径 20cm，高さ 40cm までの中型供試体を用いて，

最大粒径 38mm程度の礫粒子を含む地盤材料の精密な静的力学特性ならびに液状化をはじめとす

る動的力学特性を解明することができる．載荷駆動には，小型のハイブリッド油圧アクチュエー

タを用い，静的載荷時には最大荷重 50kN，載荷速度は 0.050mm/s～0.0005mm/s で可変となる．一

方，動的載荷時には，最大荷重 10kN，載荷周波数は 0.01～10Hz である．また，直径 20cm の中

型供試体のみならず，直径 10cm の供試体まで対応可能である この設備の使用人数は，教員 2 名，

大学院生 17 名，使用時間は，年間平均 250 日（全期間実績）である． 

 

（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

 本プロジェクトは 5 年間の研究期間に多くの研究成果を挙げた．以下，5 つの各テーマの状況を

述べる． 
 
テーマ 1：7 つのサブテーマからなっており，主な研究成果の概要は以下の通りである．①母材，溶

接継手，鋼製橋脚の基部と隅角部，鋼ブレースなどの損傷メカニズムを解明し，評価手法の開発に

成功している（担当：葛）．②4種類の高性能制震ダンパー（BRRP，FB-BRB，S-BRB および P-BRB）
を開発し，制震ダンパーの導入による橋梁構造物の動的特性を解明し，最大ひずみの制御により耐

震安全性のみならず地震後の使用性の向上も図られる手法を提案している（担当：葛）．③鋼製ラー

メン橋脚に座屈拘束ブレースを添加し制震化する際の設計手法を提案し，その制震効果を並列化し

たハイブリッド実験システムで検証している（担当：渡辺）．④遠望から構造物の微小な変位計測シ

ステムを開発し，ターゲット貼付の必要のないキャリブレーション手法を提案している（担当：小

塩，近藤）．⑤バサルト繊維よりなる連続繊維シートやメッシュ，短繊維，ロッドなどを用いた新設

の高靭性コンクリートの構造形式や供用中のコンクリート構造物の補修補強を構想し，より大きな

曲げ性能や靱性能が得られることを明らかにしている（担当：岩下）．⑥水和熱や乾燥収縮等による

初期損傷を受けた RC 部材の保有耐荷性能を合理的に予測できる応力解析コード(建設施工シミュレ

ータ)を開発し，その有用性を示している（担当：石川）．⑦地震に起因する複合現象のいくつかの

シナリオについて数値シミュレーションを用いて定量的に評価する手法の提案に成功している（担

当：葛，川崎）． 
 
テーマ 2：3 つの構造種別について，静的および動的な限界挙動の評価手法の開発・評価を目的とし

た基礎実験と解析システムの開発と公開，および一部については最新の構造設計手法の提案と応用

までを実施した．①鋼構造については，軸力および曲げを受ける梁柱部材の実験及び数値解析を実

施し，ひずみ硬化および局部座屈の影響を考慮した簡易評価モデルの定式化を行った．また，提案

した局部座屈評価手法をウェブ幅厚比の大きな H 形鋼梁部材に適用し，簡便な高温時せん断座屈挙

動評価手法を提案した（担当：大塚，村田）．②RC 構造については，先ず集合住宅等の骨組構造に

ついて，動的な非線形解析手法の開発・検証が進行し，中間の成果を順次公開した（担当：武藤，

村田）．連続体シェル構造に関しては，基礎的な実験・観測と数値解析により，強震に対する限界性

能の評価手法の検証や構造設計に際しての安全率に関わる要因の定量的な評価と応用について新た

な取り組みを実施することが出来，一部の成果を公開し，実施設計についても具体的な技術的提案

と支援を実施することが出来た（担当：武藤）．これらの研究に関連して、材料施工の観点からのコ

ンクリートの材料学的な特性の分析と特性の推定手法について，特に収縮やクリープに関する基本

データの蓄積や予測評価手法に関する知見が得られた（担当：寺西，平岩）．③木質フレームについ

ては，戸建住宅を模擬した震動破壊実験とシミュレーションを実施し現在検証中であるが，最終年

度に発生した 2016 年熊本地震の繰り返しの大地震に対する検証を急遽実施中である（担当：武藤，

村田）．いずれに関しても構造設計や既存建物の性能評価の高度化に寄与する提案が可能となってい

る．また，地域貢献の観点から，家具の転倒防止対策への技術的支援や地震防災への各種の啓発活

動を実施した（担当：立川，武藤） 
 
テーマ 3：短時間豪雨の発生とそれに起因する河川災害・山地災害について，気象学・水文学・水

理学・砂防工学といった多面的な観点により，3 つのサブテーマで以下の検討を進めている．①衛

星搭載降雨レーダ（TRMM PR）データによる強雨・大雨の地域的特徴を検出するとともに，地上・

衛星観測データに基づく降水表現の現状を整理し，課題の抽出・解決に取り組んだ．本研究は衛星

データのサンプリング誤差を推定し，顕著な推定誤差である入射角依存性を軽減する手法を提案す



 
 
 
 

ることで，全球規模降水データの不確実性軽減に貢献した．さらに，高精細データセットを駆使し

て地形効果を受ける降水の動態を抽出し，世界最高解像度の降水気候値データセットを開発するこ

とで，世界各地の降水の気候学的特徴に関する理解を深めた（担当：広瀬）．②局地型短時間強雨，

いわゆる“ゲリラ豪雨”に伴う都市河川の溢水氾濫に対処するため，X バンド MP レーダの精度検

証ならびに活用方法の検討を行うとともに，名古屋市を流れる植田川・天白川流域を対象に，都市

河川への急激な雨水流出過程と流出抑制対策について，現地観測とモデル解析を通じて実証的かつ

定量的な検討を行った．具体的には，研究内容を災害の要因である局地的豪雨の時空間特性の解析，

災害現象としての都市河川における洪水流出の実態把握，減災対策としての POC 透水性舗装による

流出抑制方策について大型屋外実験を実施して検討を進めた（担当：原田）．③実験水路を用いたデ

ータ取得ならびに理論解析によって，間欠的な土石流サージの生成は流れの不安定性による一種の

転波列であることを明らかにし，サージ状の土石流流下現象の合理的説明を可能とした．さらに転

波列性サージ形成過程や流下波形特性に関わる KdV-Burgers 型の非線形波動方程式を新たに導出し

サージ生成の根幹の解明に寄与している．また，山地河道には土石流災害等の軽減のため透過性砂

防ダムが多く設置されている．ここで対象としている間欠的な多数の段波状サージに対し開口幅が

河道幅の 20％以上ある場合には波高等の低減効果が低くなることを示した（担当：新井）． 
 
テーマ 4：設定した 3 つのサブテーマの研究成果の概要は以下の通りである．①実河川の破堤事例

を調べたところ，浸透，洗掘，越流などの破堤要因のうち，浸透を要因とする破堤は河川勾配が緩

い河川，洗掘を要因とする破堤は急な河川で多く起こっていることが示された．また，小規模横断

堤防を用いた越流破堤実験を行い，越流要因が破堤現象に及ぼす影響ならびに堤体材料および堤防

被覆条件が破堤過程に及ぼす影響について詳細に検討を行った．その結果，定性的ではあるが，越

流要因によって破堤過程が変化すること，堤体材料，被覆状態の堤防自体の条件により特に初期の

破堤過程が変化することが示された．最後に，縦断堤防を用いた解析について勾配を 2 種類で変化

させた水路実験を実施し破堤現象を調べた．その結果，河川勾配が急なほど河川内の土砂移動が激

しく，破堤時には一気に掃流力がおちるので河道内に堆積が進むことなど河川勾配特有の現象を見

出した．②木曽川河口部の地盤から採取した砂質土および粘性土を用いて各種の室内試験を実施し，

その結果を入力パラメータとした数値シミュレーションによる被害予測解析を行った．その結果，

南海トラフ地震のような巨大地震時には，厚く堆積する沖積粘性土地盤の変形ならびに地震応答が

無視できず，適正なモデル化が必要であることが明らかとなった（担当：小高，崔）．③多くの実堤

防において堤体土の採取を行い，強度評価のための室内試験を実施した．その結果，洪水時の堤防

の浸透破壊に対する安定性評価に用いる強度定数決定法を整備した．さらに，レベル 2 地震時の河

川堤防の被害予測シミュレーションを実堤防基礎地盤から採取した土試料を用いた室内試験結果を

ベースに実施した．その結果，既往の地震では液状化しない深い砂層まで液状化する懸念があるこ

とが示された（担当：小高，崔）． 
 
テーマ 5：行政に依存せず，被災者自ら主体性を発揮し，生活再建を果たす過程を 2 つの側面から

追究した．1）陸前高田市内での被災者主体の避難所・応急仮設住宅の運営実態と課題を長期的な参

与観察及びヒアリング調査により明確にした．得られた成果は，「避難所運営ガイドライン」（内閣

府，2016）他，地方自治体の防災計画に実装された．2）東日本大震災後の沿岸 9 市町における自主

住宅移転再建者の意思決定と再建行動，それに伴う市街地空間の変容を質問紙調査及び GIS による

空間分析により明らかにした．自主住宅移転再建の実現には，地震保険やローンはもとより，親戚

や知人，民間事業者など人的資源が活きた．一方，空間的に見れば，非住居系エリアにおける宅地

造成を伴う個人の新規開発が都市計画区域外に及び，市街地のスプロールと低密度化を招く危険性

も提起した．得られた成果は，メディアを通じた被災地への発信，南海トラフ地震に備えた事前復

興計画への実装に加え，「地域安全学会論文賞」を受賞し，学術面でも高い評価を得た（担当：柄谷）． 
  
以上のように，5 つの研究テーマ，さらにそれぞれの中に設定されたサブテーマにおいて，5 年間

の研究期間における目標は達成されたものと考えている．研究の成果は，査読付き論文（142 編），

査読なし論文（42 編），国際会議論文（64 編），国内学会発表（296 編），図書（6 編）として国内外

へ発信されている． 
 

 



 
 
 
 

＜優れた成果が上がった点＞ 
テーマ 1：母材，溶接継手，鋼製橋脚の基部と隅角部，鋼ブレースなどの損傷メカニズムを解明し，

評価手法の開発に成功した．また 4 種類の高性能制震ダンパー（BRRP，FB-BRB，S-BRB および

P-BRB）を開発し，制震ダンパーの導入による橋梁構造物の動的特性を解明し，最大ひずみの制御

により耐震安全性のみならず地震後の使用性の向上も図られる手法を提案した．（※１３【テーマ１】

＜雑誌論文＞ 1), 3)～5), 8), 10), 12), 34)． 
テーマ 2：研究成果の一部を具体的に展開した事例として，国内の鉄筋コンクリートシェルの構造

設計事例としては初となる，時刻歴応答解析による大臣認定の耐震設計手法の実構造物への適用に

関する技術支援を実施した．また，依頼によりその概要を建築関連専門雑誌に寄稿し，同種の構造

物に関する最新の構造設計手法の概要を公開した（※１３【テーマ２】＜雑誌論文＞ 7）,8)． 
テーマ 3：降水気候値情報を提供するホームページ（https://www.rain-clim.com）を開発し，そのデー

タベースの概要をアメリカ気象学会の専門雑誌に投稿した（※１３【テーマ３】＜雑誌論文＞ 1), 
2））． 
テーマ 4：河川堤防土の安定解析に用いる強度定数を設定するための室内試験法に関する本研究で

得られた成果を，国の直轄河川の管理に用いる手引きに加えるため改訂に向けた検討を実施してい

る．（※１３【テーマ４】＜雑誌論文＞ 13) ＜図書＞ 1) ） 
テーマ 5：東日本大震災後の沿岸 9 市町における自主住宅移転再建者の意思決定と再建行動，それ

に伴う市街地空間の変容を質問紙調査及び GIS による空間分析により明らかにした成果をまとめた

論文は，「地域安全学会論文賞」を受賞し，学術面で高い評価を受けた． 
．（※１３【テーマ５】＜雑誌論文＞ 1) ） 
 

＜課題となった点＞ 
 本プロジェクトは最大 20 名の研究メンバーを擁し，かつ扱う研究テーマは自然災害全般に及び非

常に幅広いものであった．そのため，5 つの研究テーマを設定し，さらにそれぞれの中にサブテー

マを置いて自然災害のリスク軽減について研究をすすめてきた．個々のサブテーマの内容はそれぞ

れ先端的ではあるが，プロジェクトとして統括的にとりまとめる仕組みがなければ研究成果が発散

しがちになる．そのため，本プロジェクトでは，運営組織として「自然災害リスク軽減研究センタ

ー」を発足させて，プロジェクトを統括し，研究成果をとりまとめ，その成果を実社会へフィード

バックしてゆく活動を実施してきた．しかしながら，特に研究成果の社会実装へ還元については，

各テーマ個別での活動に委ねてきており，防災工学としての学際領域での各テーマ間の連携までに

は至らなかった． 
  
＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 
ただし，プロジェクト開始から 2 年半が経過した時点で，本研究テーマに造詣が深く，第一線で

活躍されておられる6名の外部有識者に，｢平成25年度研究成果中間報告書｣をお渡しするとともに，

その報告書を元に実施した「研究成果中間報告会」（本年 6 月開催）に参加いただき，研究成果の内

容や進捗状況に対して評価をお願いした．報告会当日にそれぞれの外部有識者から頂いたコメント

を，テーマリーダーによる概要説明ならびに外部有識者からのコメントに対する回答を含めた「研

究成果中間報告会開催報告」としてまとめた．それによると，研究内容についても進捗状況につい

て総じて高い評価をいただいた．さらに，定量的にも研究進捗状況を評価して頂くため，大学所属

の 5 名の外部有識者には，後日「評価シート」の作成を依頼した．その結果，総合評価として 5 名

全員から「A: 当初目標に向けて順調に研究が進展しており，期待どおりの成果が見込まれる」との

高い評価をいただいた．一連の資料は本プロジェクトの HP（http://ndrr.meijo-u.ac.jp/）に掲載してい

る． 
＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 

平成 26 年 9 月に学外学識者 2 人を含む 7 名の評価委員による委員会が学内で組織され，１．研究

組織について，２．研究施設・設備について，３．研究プロジェクトの進捗状況・研究成果等につ

いて，の主に 3 項目に関する評価を受けた．１，２についての特段の問題の指摘はなかった．３に

ついも概ね良好な評価であったが，テーマ間の進捗状況のばらつきとメンバー全体に査読付き論文

への投稿を促すコメントが複数名の評価委員からなされた．それを受けて，全メンバーが積極的に

査読付き論文への投稿を行ったことにより，最終的にはこの分野の研究課題としては，十分な査読

付き論文が公表された． 



 
 
 
 

 
＜研究期間終了後の展望＞ 
 本プロジェクトで得られた成果を引き続き国内外に発信するとともに，個々の研究テーマにおい

ては，実務への実装を目指して研究活動を発展させていく．研究期間内の時限付きで設置した「自

然災害リスク軽減研究センター」は，一旦終了するが，本プロジェクトを通して高い水準の防災研

究の研究拠点が整備できたことから，後継となる防災研究拠点の整備を検討する． 

 

＜研究成果の副次的効果＞ 
テーマ 1 に関連して，平成 25 年度より名古屋高速道路公社から「腐食した鋼板巻き立てコンクリー

ト橋脚の耐震性と補強方法に関する研究」との委託研究を受けており，研究成果の実用化へ展開し

ている．本テーマの研究成果のさらなる展開として，平成 29 年度から 3 年間名古屋高速道路協会か

ら「鋼構造物の長寿命化に関する検討」の委託研究を受けることになっている．また，槌屋ティス

コ株式会社と共同で「複合構造体の施工方法及び複合構造体」（特願 2013-40793）の特許を出願済

みであり，実用化を進めている．さらに，乾燥収縮による RC 部材の劣化機構を表現する数理モデ

ルは，日本コンクリート工学会が販売している初期応力解析ソフト「JCMAC3」の中に既に導入さ

れ，実用化されている． 
 
テーマ 2 に関連して，下記の活動が挙げられる。 
・RC 構造の連続体構造の一部の研究成果に関連して， PC 化による一般建築の省力化工法に関す

る企業との連携研究，がスタートしている＜雑誌論文＞ 1）． 
・研究成果の公開として，研究者・技術者向けの数値解析ソフトウェアを順次公開中であり，登録

者は 2000 名を超えて増加中である＜雑誌論文＞ 12）． 
・近年増加している免震建物のピットの挙動に関する共同研究の依頼があり開始された． 
・2016 年熊本地震による熊本県の図書館書庫の被害を受け，分析と対策に関する共同研究の依頼が

あり、共同研究が開始された． 
・近年増加している住宅の耐震改修に関する共同研究の依頼があり開始された． 
 
テーマ 3 に関連して，平成 25 年度より宇宙航空研究開発機構（JAXA）と降水気候値データの開発・

評価に関する共同研究を実施し，議論を重ねて成果の共有・展開を図っている． 
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  日時：平成 29 年 10 月 18 日（木），19 日（金） 場所：吹上ホール 
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さい（左記の各項目が網羅されていれば、項目の順序を入れ替えても可）。また、現在から発表年次順に

遡り、通し番号を付してください。 
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2015． 

6) Tamiyo Kondo, Yuka Karatani: Housing Recovery for Sustainable Disaster Recovery: Through case study of 
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Disaster Reduction (ICUDR), CD-ROM, 2014. 
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No.2，CD-ROM，2013．（査読無） 
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7 月． 
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試み，土木学会全国大会，土木学会安全問題研究会研究討論会，CD-ROM，大阪，2014.9. 
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CD-ROM，東京，2014.7. 
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シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 
ホームページで公開している場合には、URL を記載してください。 

＜既に実施しているもの＞ 
 該当なし 

＜これから実施する予定のもの＞ 
 該当なし 

 

 



 
 
 
 

【プロジェクト共通】 

＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 
ホームページで公開している場合には、URL を記載してください。 

＜既に実施しているもの＞ 
  1)「名城大学自然災害リスク軽減研究センター開所記念イベント」におけるセンター研究説明 
      日時：平成 25 年 5 月 31 日（金） 15:50～17:20 場所：名城大学研究実験棟Ⅱ多目的室 
  2) 「「名城大学と国土交通省中部地方整備局との連携・協力に関する協定」締結記念キックオフ     

イベント」における自然災害リスク軽減研究センター研究成果中間報告会 
      日時：平成 26 年 6 月 13 日（金） 15:50～17:50 場所：名城大学研究実験棟Ⅱ多目的室 
   3)「名古屋市立高等学校各科研修講座（工業部会）」において，「21 世紀型自然災害のリスクと名城大

学自然災害リスク軽減センター（NDRR）の活動について」と題して本プロジェクトの研究成果

を紹介する講演を行うとともに，実験施設の紹介を実施した． 
    日時：平成 26 年 6 月 25 日（水） 14:00～16:00 場所：名城大学研究実験棟Ⅱおよび実験施設 
  4)「名城大学技術士会 第 7 回定時総会および特別講演会」において，「自然災害リスク軽減の研究の

事例」と題して本プロジェクトの研究成果を紹介する講演を行うとともに，実験施設の紹介を組

み入れた「実験研究事例」と題した研究成果公開も実施した． 
    日時：平成 26 年 6 月 28 日（土） 14:00～15:30 場所：名城大学研究実験棟Ⅱおよび実験施設 

5)「平成 26 年度愛知県高等学校工業教育研究会総合研究大会」において，「身近に迫る自然災害とそ

の減災への取り組み」と題して本プロジェクトの研究成果を紹介する講演を行った． 
    日時：平成 27 年 1 月 27 日（火） 14:00～16:45 場所：名城大学 名城ホール 

6)「建設技術フェア 2016in 中部」において，「自然災害リスク軽減センター」の展示ブースを出展し，

本プロジェクトの研究成果を紹介した． 
    日時：平成 28 年 10 月 20 日（木），21 日（金） 場所：吹上ホール 

7) 自然災害リスク軽減研究センターのホームページ（http://ndrr.meijo-u.ac.jp/）にて，随時，研究成果

の公開を行っている． 
＜これから実施する予定のもの＞ 
   該当無し 

 

 １４ その他の研究成果等 
「１２ 研究発表の状況」で記述した論文、学会発表等以外の研究成果及び企業との連携実績があれば具体的

に記入してください。 また、上記１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付してください。 

※ 論文や学会発表等になじまない研究である場合は、本欄を充実させること 

1) 名古屋高速道路協会からの受託研究：「鋼構造物の過大荷重による損傷を考慮した照査法・点検法に

関する研究」，研究代表者：葛 漢彬，平成 25 年 3 月． 
2) 名古屋高速道路公社からの受託研究：「腐食した鋼板巻立コンクリート橋脚の耐震性と補強方法に関

する研究」，研究代表者：葛 漢彬，平成 26 年 3 月． 
3) 特許出願，岩下健太郎，大原康之，神崎豊裕，高見肇，松本信行，佐藤大地：「複合構造体の施工方

法及び複合構造体」，特願 2013-40793． 

 

１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 
該当なし． 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 
対応すべき留意事項なし． 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 
今後を期待するが，国際的な発信を強く望みたい． 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 
中間評価後に，国際会議，国際誌などへの成果発表を進めてきており，本分野の研究課題としては一定

の水準に達していると考えている． 

 




